
日本映画の創造・振興プラン

≪未来投資戦略2018≫
・ 国内外の作品の撮影環境の改善を図るとともに、国際共同製作の基盤整備、映画祭を通じた日本映画等への関心の掘り起こし
等を行う。
・ 国際文化交流を通じた日本文化の発信事業等により、国家ブランディングへの貢献を図る。

≪知的財産計画2018≫
・ 我が国における映画のロケ等の環境整備を図る。

・新進的な映画を興行につなげていくための支援のあり方について検討を行うとともに、海外での日本映画祭開催及び日本映画上
映機会の維持・強化を図る。

・ワークショップや実際の短編映画作品の制作を通して、若手映画作家等に映画制作に必要な技術・知識の習得機会を提供するこ
とによって若手映画作家の育成を図るとともに、映画製作現場における学生の実習（インターンシップ）受け入れの支援を行う。

≪Society 5.0 に向けた人材育成≫
・ 文化芸術分野での活躍を希望する若者が将来のキャリアを描けるような人材育成を行う必要がある。

○ 映画製作実地研修の場を提供するなどして、我が国の次
代を担う若手映画作家等の育成を図るとともに、映画製作
支援や国際交流等を通じた、多様で、優れた日本映画や国
際共同製作映画の製作を促進し、併せて、海外へ発信する
ことで、次代の日本映画の国際評価の向上等を図る。

➢ 若手映画作家等の映画製作実地研修
➢ 日本映画の製作支援
➢ 若手映画作家の国際交流や海外発信

○ ロケーションデータベース（ＪＬＤＢ）の改修や地域のフィル
ムコミッション（ＦＣ）の体制強化を支援し、国内の撮影環境
の充実を図る。

➢ 映画製作者等のためのＪＬＤＢの改修
➢ 全国 ＦＣの体制強化に繋がる情報発信

次代に繋がる、多様で、優れた、世界に誇る新たな日本映画の創出

日本映画の振興に係る課題

日本映画の創造振興プラン

事業内容・計画

映画フィルムの保存・活用

創 造
日本映画製作支援事業 【７４０百万円】

優れた日本映画や国際共同製作映画の製作活動に対する支援

交 流
文化庁映画週間 【２４百万円】

・日本映画界で顕著な業績をあげた者の顕彰

・優れた文化記録映画作品の顕彰及び上映会 等

人材育成
若手映画作家等の育成 【１６５百万円】

若手映画作家等による、映画製作を通じた技術・知識の習得機
会の提供や、映画製作の各過程を担う専門人材を育成。

・本事業による短編映画製作経験のある若手映画監督に対し、
長編映画製作の実地研修を実施。

・映画製作の現場において、映画制作の各過程を担う専門性の
高い若手映画スタッフを育成。

国立映画アーカイブを中心とした、映画フィルムのデジタル
保存・活用等、映画分野における緊急的活重点的な取り組み
に対して支援。

・映画フィルムのデジタル保存・活用等
・映画関連資料の保存活用等
・新進的な映画や若手クリエーターの作品等の発信等
・訪日外国人等に対する映画の多言語字幕上映等

※運営費交付金の内数

2019年度予算額(案) 1,164百万円
(前年度予算額 1,084百万円)

「日本映画情報システム」の整備 【６百万円】
日本映画に関する情報を集約したデータベースを作成

しインターネット上で公開。

ロケーションに係るデータベースの運営【３０百万円】
ロケ地情報の発信とともに、撮影環境の充実のため、

全国ＦＣの体制の強化を図る。

発 信
国際映画祭支援事業 【７０百万円】

東京国際映画祭を支援することで、日本映画の
国際競争力を高め、積極的に世界へ発信する。

海外映画祭への出品等支援 【６５百万円】
・日本映画の海外映画祭への出品等に対する支援。
・国際映画祭の開催地等において、海外で活躍している
映画関係者と日本の次代を担う映画監督等との人材
交流等を実施。

アジアにおける日本映画特集上映事業 【６３百万円】
アジア諸国において日本映画の特別上映や人材育成に

つながる交流事業を実施。
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